
天
皇
皇
后
両
陛
下
（
現
・
上
皇
上
皇
后

両
陛
下
）は
、平
成
31
年
1
月
21
日（
月
）、

先
の
大
戦
で
犠
牲
と
な
っ
た
戦
没
船
員
6

万
余
人
の
慰
霊
の
た
め
、
神
奈
川
県
立
観

音
崎
公
園
「
戦
没
船
員
の
碑
」
（
横
須
賀

市
）
を
訪
れ
ご
供
花
さ
れ
た
。

両
陛
下
が
、
正
午
頃「
戦
没
船
員
の
碑
」

に
お
着
き
に
な
ら
れ
る
と
、
朝
倉
次
郎
日

本
殉
職
船
員
顕
彰
会
会
長
が
ご
先
導
し
、

武
藤
光
一
日
本
船
主
協
会
会
長
、
森
田
保

己
全
日
本
海
員
組
合
組
合
長
、
小
比
加
恒

久
日
本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会
会
長
、

重
義
行
大
日
本
水
産
会
専
務
理
事
、
半
田

收
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
理
事
長
、
後
藤

美
津
子
戦
没
船
員
ご
遺
族
代
表
、
久
保
徹

神
奈
川
県
横
須
賀
土
木
事
務
所
所
長
が
お

出
迎
え
し
た
。

両
陛
下
は
、
「
安
ら
か
に
眠
れ

わ
が

友
よ

波
静
か
な
れ

と
こ
し
え
に
」
と

刻
ま
れ
た
碑
文
石
の
前
の
献
花
台
に
ゆ
っ

く
り
と
進
み
、
白
菊
の
花
束
を
捧
げ
深
々

と
ご
拝
礼
さ
れ
た
。

ご
供
花
の
後
、
天
皇
陛
下
は
ご
遺
族
の

後
藤
美
津
子
さ
ん
に
「
残
念
な
こ
と
で
し

た
ね
。
ど
う
ぞ
お
元
気
で
」
、
皇
后
陛
下

は
「
ご
苦
労
な
さ
い
ま
し
た
ね
」
と
労
い

の
お
こ
と
ば
を
か
け
ら
れ
た
。

「
戦
没
船
員
の
碑
」
は
、
戦
没
船
員
の

御
霊
を
慰
め
る
と
と
も
に
海
洋
永
遠
の
平

和
を
祈
念
し
て
、
昭
和
46
年
3
月
に
観
音

崎
公
園
に
建
立
さ
れ
た
。
同
年
5
月
、
第

1
回
戦
没
船
員
追
悼
式
は
、
皇
太
子
同
妃

殿
下
（
現
・
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）
の
行

啓
を
賜
り
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
で
執
り

行
わ
れ
た
。
追
悼
式
は
毎
年
執
り
行
わ
れ

て
い
る
が
、
両
陛
下
は
、
折
り
に
ふ
れ「
戦

没
船
員
の
碑
」
を
訪
れ
、
ご
供
花
さ
れ
て

い
る
。
平
成
17
年
の
第
30
回
戦
没
・
殉
職

船
員
追
悼
式
で
は
、
お
こ
と
ば
を
述
べ
ら

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
戦
没
船
員
の
碑
」

に
お
出
ま
し
に
な
ら
れ
ご
供
花
さ
れ
る
の

は
今
回
で
8
回
目
。平
成
17
年
7
月
に
は
、

終
戦
60
周
年
記
念
「
戦
没
殉
職
船
員
遺
族

の
集
い
」
（
東
京
平
河
町
・
海
運
ビ
ル
）

に
、
お
出
ま
し
に
な
ら
れ
遺
族
の
皆
様
に

労
い
の
お
こ
と
ば
を
か
け
ら
れ
て
い
る
。

平
成
27
年
12
月
、
天
皇
陛
下
は
82
歳
の

お
誕
生
日
に
、
第
45
回
戦
没
・
殉
職
船
員

追
悼
式
で
は
亡
く
な
っ
た
船
員
の
こ
と
を

思
い
、
供
花
し
ま
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
（
9
面
に
関
係
記
事
）
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平
成
か
ら
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
第

49
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
は
、
5
月

15
日（
水
）、神
奈
川
県
立
観
音
崎
公
園（
横

須
賀
市
）
の
鎮
魂
の
碑
「
戦
没
船
員
の
碑
」

で
、
全
国
各
地
か
ら
ご
遺
族
を
は
じ
め
立

法
お
よ
び
行
政
の
関
係
者
、
海
事
関
係
団

体
な
ら
び
に
業
界
代
表
者
ら
約
5
0
0
人

の
参
列
者
が
集
い
、
お
ご
そ
か
に
執
り
行

わ
れ
た
。

追
悼
式
典
に
先
立
ち
、
海
上
自
衛
隊
横

須
賀
音
楽
隊
隊
長

植
田
哲
夫
3
等
海
佐

の
指
揮
に
よ
る「
真
白
き
富
士
の
根
」「
椰

子
の
実
」
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
の
曲
が

演
奏
さ
れ
る
と
、
参
列
者
は
静
か
に
聴
き

入
っ
て
い
た
。

式
典
は
午
前
11
時
、
開
式
の
辞
に
続
い

て
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
の
演
奏

に
あ
わ
せ
、
参
列
者
全
員
が
国
家
斉
唱
の

後
、
「
国
の
鎮
め
」
の
曲
が
流
れ
る
中
、

戦
没
・
殉
職
船
員
6
万
3
6
1
4
人
の
鎮

魂
と
海
洋
永
久
の
平
和
を
祈
念
し
て
黙
と

う
を
捧
げ
た
。

日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
を
代
表
し
て
、

朝
倉
次
郎
会
長
が
「
式
辞
」
を
、
国
を
代

表
し
て
「
内
閣
総
理
大
臣
追
悼
の
辞
」
を

大
塚
高
司
国
土
交
通
副
大
臣
が
代
読
し

た
。続

い
て
献
花
に
移
り
、
海
上
自
衛
隊
横

須
賀
音
楽
隊
に
よ
っ
て
、
平
成
12
年
、
日

本
海
事
広
報
協
会
と
日
本
殉
職
船
員
顕
彰

会
が
共
同
で
制
作
し
た
、
海
に
殉
じ
た
人

々
へ
の
鎮
魂
曲『
君
は
帰
る
母
な
る
海
へ
』

が
演
奏
さ
れ
る
中
、
朝
倉
会
長
、
遺
族
代

表
、
大
塚
国
土
交
通
副
大
臣
、
海
事
振
興

連
盟
、
各
界
代
表
の
献
花
に
続
い
て
参
列

者
全
員
が
、
「
安
ら
か
に
眠
れ

わ
が
友

よ

波
静
か
な
れ

と
こ
し
え
に
」
と
刻

ま
れ
た
碑
文
石
の
前
の
献
花
台
に
白
菊
を

供
え
、
今
な
お
蒼
海
深
く
眠
る
戦
没
・
殉

職
船
員
6
万
3
6
1
4
人
の
御
霊
の
鎮
魂

と
海
洋
永
遠
の
平
和
と
安
全
を
願
っ
て
祈

り
を
捧
げ
た
。

強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
で
始
ま

っ
た
式
典
は
、
参
列
者
の
献
花
が
終
わ
る

こ
ろ
に
、
天
気
が
崩
れ
大
粒
の
涙
雨
に
変

わ
り
、
雨
に
濡
れ
な
が
ら
、
観
世
一
門
に

よ
る
能
楽
「
海
霊
」
が
奉
納
さ
れ
た
。

式
典
終
了
後
、
参
列
者
は
恒
例
の
懇
談

会
が
行
わ
れ
る
、
観
音
崎
京
急
ホ
テ
ル
へ

送
迎
バ
ス
で
移
動
し
た
。

上
皇
上
皇
后
両
陛
下
が
「
戦
没
船
員
の

碑
」
に
ご
供
花
さ
れ
た
こ
と
を
テ
レ
ビ
・

新
聞
等
の
報
道
を
見
て
、
顕
彰
会
に
問
合

せ
て
「
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
」
が
挙

行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
初
め
て

参
列
し
た
戦
没
船
員
の
ご
遺
族
を
交
え
、

毎
年
参
列
し
て
い
る
ご
遺
族
・
Ｏ
Ｂ
船
員

や
海
事
関
係
団
体
、
海
運
・
水
産
関
係
の

皆
さ
ん
が
、
再
会
を
喜
ぶ
声
と
と
も
に
和

や
か
に
歓
談
、
交
流
を
深
め
て
い
た
。

能
楽
「
海
霊
」
は
、
先
の
大
戦
で
戦

没
し
た
船
員
6
万
余
人
の
霊
を
慰
め
、

そ
の
徳
を
あ
き
ら
か
に
し
、
併
せ
て
平

和
を
祈
る
た
め
に
、
宮
越
賢
治
船
長
が

作
詞
、
25
世
観
世
左
近
元
正
帥
に
よ
り

作
曲
さ
れ
、
昭
和
46
年
5
月
6
日
、
皇

太
子
同
妃
殿
下
の
行
啓
の
も
と
に
第
1

回
戦
没
船
員
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
能
楽
「
海
霊
」
を
奉
納
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
降
り
し
き

る
雨
に
よ
り
懇
親
会
場
で
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

そ
れ
以
来
、
追
悼
式
典
で
は「
海
霊
」

が
宮
越
船
長
を
シ
テ
（
主
役
）
と
し
て

観
世
一
門
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

宮
越
船
長
は
、
昭
和
61
年
に
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
観
世
一
門

に
よ
り
絶
え
る
こ
と
な
く
奉
納
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

能
楽「
海
霊
」奉
納

戦没船員の碑

海海海海海
洋洋洋洋洋
永永永永永
遠遠遠遠遠
ののののの
平平平平平
和和和和和
ををををを

第
49
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

戦没・殉職船員の御霊の鎮魂と海洋永遠の平和を祈念して黙とうを捧げる
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式
典
は
参
列
者
全
員
で
、
戦
没
・
殉
職

船
員
6
万
3
6
1
4
人
の
鎮
魂
と
海
洋
永

久
の
平
和
と
安
全
を
祈
念
し
て
黙
と
う
を

捧
げ
た
後
、
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
を
代

表
し
て
、
朝
倉
次
郎
会
長
が「
式
辞
」を
、

国
を
代
表
し
て
「
内
閣
総
理
大
臣
追
悼
の

辞
」
を
大
塚
高
司
国
土
交
通
副
大
臣
が
代

読
し
た
。

◎
式

辞

朝
倉
次
郎

会
長

本
日
こ
こ
に
、
戦
没
船
員
・
殉
職
船
員

の
ご
遺
族
、
関
係
者
の
方
々
、
多
数
の
ご

参
列
を
得
て
、
第
49
回
戦
没
・
殉
職
船
員

追
悼
式
を
挙
行
い
た
し
ま
す
。

戦
没
船
員
の
碑
に
は
、
先
の
大
戦
で
犠

牲
と
な
っ
た
戦
没
船
員

6
万
6
4
3
人

と
、
海
難
な
ど
に
よ
り
殉
職
さ
れ
た
船
員

2
千
9
7
1
人
の
尊
い
御
霊
が
、
眠
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

熾
烈
を
極
め
た
先
の
大
戦
に
お
い
て
、

祖
国
を
思
い
、
家
族
を
案
じ
つ
つ
、
戦
禍

に
斃
れ
た
舟
人
、
海
難
な
ど
に
よ
り
殉
職

さ
れ
た
舟
人
、
い
ま
そ
の
御
前
（
お
ん
ま

え
）
に
あ
っ
て
、
御
霊
安
ら
か
な
れ
と
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

終
戦
か
ら
74
年
、
幾
多
の
困
難
を
克
服

し
、
海
洋
国
家
日
本
と
し
て
の
、
今
日
の

平
和
と
繁
栄
が
、
志
半
ば
で
海
に
散
っ
た

戦
没
船
員
と
、わ
が
国
の
復
興
を
支
え
た
、

海
運
・
水
産
業
で
、
不
幸
に
し
て
そ
の
職

に
殉
じ
ら
れ
た
船
員
の
尊
い
犠
牲
の
う
え

に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
私
た

ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
衷

心
よ
り
敬
意
と
感
謝
の
念
を
捧
げ
ま
す
。

ま
た
、か
け
が
え
の
な
い
肉
親
を
失
い
、

言
い
知
れ
ぬ
苦
難
の
日
々
を
送
っ
て
こ
ら

れ
た
、
ご
遺
族
の
方
々
の
労
苦
と
心
情
に

思
い
を
い
た
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。私

た
ち
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
戦
没
・
殉
職
船
員
の

御
霊
の
慰
霊
・
顕
彰
と
海
洋
国
家
日
本
の

永
久
の
平
和
と
安
全
を
祈
念
し
て
い
く
こ

と
を
、
こ
こ
に
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

安
ら
か
に
ね
む
れ

わ
が
友
よ

波
静
か
な
れ

と
こ
し
え
に

こ
の
碑
に
刻
ま
れ
た
言
葉
を
、
ご
参
列

い
た
だ
い
た
皆
様
と
と
も
に
御
霊
へ
捧

げ
、
本
会
を
代
表
し
て
の
式
辞
と
い
た
し

ま
す
。

波
静
か
な
れ

と
こ
し
え
に

第
49
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
観音崎公園

第
49
回
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
る
に
当
た

り
、
戦
没
・
殉
職
船
員
の
方
々
の
御
霊
に

対
し
、
謹
ん
で
追
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

苛
烈
を
極
め
た
先
の
大
戦
に
お
い
て

は
、
6
万
人
余
り
の
船
員
の
方
々
が
、
祖

国
を
思
い
、
家
族
を
案
じ
つ
つ
、
尊
い
命

を
失
わ
れ
ま
し
た
。
戦
後
も
、
海
難
事
故

や
労
働
災
害
に
よ
り
2
千
9
0
0
人
を
超

え
る
船
員
の
方
々
が
そ
の
職
に
殉
じ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て

は
、
海
と
共
に
生
き
る
多
く
の
方
々
が
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
の
平
和
と
繁
栄
は
、
海
と
と
も
に

生
き
た
多
く
の
方
々
の
尊
い
犠
牲
の
上

に
、
築
か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、
そ
の
こ
と
を
、
新
し
い
時
代
「
令

和
」
に
な
っ
て
も
、
し
っ
か
り
と
心
に
刻

み
続
け
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
衷
心
よ
り
、
敬
意
と
感
謝
の
念
を

表
し
ま
す
。

祖
国
の
未
来
を
想
い
、
蒼
海
に
眠
る
船

員
の
方
々
の
御
霊
の
御
前
で
、
恒
久
の
平

和
と
海
上
交
通
の
安
全
に
全
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
こ
と
を
、
改
め
て
こ
こ
に
固

く
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

御
遺
族
の
皆
様
の
深
い
悲
し
み
に
思
い

を
致
す
と
と
も
に
、
戦
没
・
殉
職
船
員
の

方
々
の
平
安
な
眠
り
を
心
か
ら
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

◎
内
閣
総
理
大
臣
追
悼
の
辞

大
塚
高
司

国
土
交
通
副
大
臣
代
読
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海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
に
よ
る
鎮

魂
曲
「
君
は
帰
る
母
な
る
海
へ
」
が
お
ご

そ
か
に
演
奏
さ
れ
る
中
、
献
花
が
行
わ
れ

た
。
顕
彰
会
を
代
表
し
て
朝
倉
次
郎
会
長

（
写
真
①
）
、
ご
遺
族
を
代
表
し
て
戦
没

船
員
遺
族
の
中
里
洋
平
さ
ん
と
今
田
小
夜

子
さ
ん
、
殉
職
船
員
遺
族
の
福
本
健
治
さ

ん
と
小
野
寺
麗
子
さ
ん
（
写
真
②
）
に
続

い
て
、
大
塚
高
司
国
土
交
通
副
大
臣
（
写

真
③
）
が
白
菊
を
捧
げ
た
。

◎
来
賓
・
各
界
代
表
献
花
者（
敬
称
略
）

中
里

洋
平
（
戦
没
船
員
遺
族
代
表
）

今
田
小
夜
子
（
戦
没
船
員
遺
族
代
表
）

福
本

健
治
（
殉
職
船
員
遺
族
代
表
）

小
野
寺
麗
子
（
殉
職
船
員
遺
族
代
表
）

大
塚

高
司
（
国
土
交
通
副
大
臣
）

衛
藤
征
士
郎
（
海
事
振
興
連
盟
会
長

衆
議
院
議
員

名
代
神
田
信
浩
）

植
村

保
雄
（
海
事
振
興
連
盟
事
務
局
長
）

磯
田

裕
治
（
日
本
船
主
協
会
副
会
長
）

重

義
行
（
大
日
本
水
産
会
専
務
理
事
）

森
田

保
己
（
全
日
本
海
員
組
合
組
合
長
）

酒
井
智
代
子
（
全
国
海
友
婦
人
会
会
長
）

上
地

克
明
（
横
須
賀
市
長
）

久
保

徹
（
神
奈
川
県
横
須
賀
土
木
事
務
所
長
）

奈
良

和
人
（
神
奈
川
県
浦
賀
警
察
署
長
）

渡
邊
剛
次
郎
（
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監
）

國
分

良
成
（
防
衛
大
学
校
長
）

宮
崎

一
巳
（
海
上
保
安
庁

第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
長
）

前
久
保
勝
己
（
国
土
交
通
省
海
難
審
判
所
長
）

平
野

研
一
（
運
輸
安
全
委
員
会
事
務
局

横
浜
事
務
所
長
）

天
谷

直
昭
（
日
本
海
事
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
）

竹
内

俊
郎
（
東
京
海
洋
大
学
長
）

野
崎

哲
一
（
海
技
教
育
機
構
理
事
長
）

◎
式
電
を
い
た
だ
い
た
方
（々
敬
称
略
）

石
破

茂
（
衆
議
院
議
員
）

前
原

誠
司
（
衆
議
院
議
員
）

片
山
虎
之
助
（
参
議
院
議
員
）

谷
内

繁
（
厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局
長
）

山
村

浩
（
防
衛
省

海
上
幕
僚
長
）

武
田

廣
（
神
戸
大
学
長
）

賞
雅

寛
而
（
富
山
高
等
専
門
学
校
長
）

林

祐
司
（
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
長
）

辻

啓
介
（
広
島
商
船
高
等
専
門
学
校
長
）

石
田

邦
光
（
弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校
長
）

福
田

勝
哉
（
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
長
）

森

勉
（
公
益
財
団
法
人
偕
行
社
理
事
長
）

山
内

守
武
（
福
岡
海
寿
会
会
長
）

献
花
を
捧
げ
る

③ 献花を捧げる大塚国交副大臣

① 献花を捧げる朝倉会長

植村さん、神田さん

酒井さん、森田さん

左から宮崎さん、國分さん
渡邊さん

② 左から、ご遺族の小野寺さん、福本さん
今田さん、中里さん

左から奈良さん、久保さん
上地さん

左から野崎さん、竹内さん
天谷さん、平野さん、前久保さん

重さん、磯田さん
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追
悼
式
を
終
え
て
、
参
列
者
は
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
、
ま
た
足
腰
の
健
康
な
方
々
は

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
徒
歩
で
懇
談
会
場

の
観
音
崎
京
急
ホ
テ
ル
に
移
動
し
、
目
の

前
に
広
が
る
日
本
の
海
の
大
動
脈
、
浦
賀

水
道
航
路
を
行
き
交
う
船
を
眺
め
な
が
ら

恒
例
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

の
朝
倉
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
大

塚
高
司
国
土
交
通
副
大
臣
よ
り
「
亡
く
な

ら
れ
た
船
員
の
安
寧
と
ご
参
会
の
皆
さ
ま

の
ご
加
護
を
賜
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
献

杯
」
の
ご
発
声
に
よ
り
、
遺
族
の
方
々
を

は
じ
め
関
係
者
ら
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
、
和
や
か
に
歓
談
の
ひ
と
時
を
過
ご
し

た
。

戦
没
・
殉
職
船
員
の
御
霊
に
献
杯

終
戦
記
念
日
献
花
式

お
知
ら
せ

公
益
財
団
法
人
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

電
話

0
3‐

3
2
3
4‐

0
6
6
2

終
戦
記
念
日
（
8
月
15
日
）
に
観

音
崎
公
園
「
戦
没
船
員
の
碑
」
で
献

花
式
を
行
い
ま
す
。
ご
案
内
す
る
の

は
、当
会
役
員
な
ど
約
60
人
で
す
が
、

ど
な
た
で
も
参
列
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
参
列
さ
れ
る
場
合
は
、
バ
ス

等
の
関
係
か
ら
顕
彰
会
に
必
ず
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▽
午
前
11
時
20
分
観
音
崎
京
急
ホ
テ

ル
集
合

▽
11
時
30
分
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
戦
没
船
員
の
碑
へ
▽
同
50
分
慰

霊
碑
の
献
花
台
前
に
整
列

▽
「
全

国
戦
没
者
追
悼
式
」
の
ラ
ジ
オ
実
況

放
送
に
合
わ
せ
て
総
理
大
臣
式
辞

▽
12
時
黙
と
う
、
戦
没
船
員
の
御
霊

を
追
悼
し
、
海
洋
永
遠
の
平
和
を
誓

い
ま
す
。

▽
同
02
分
天
皇
陛
下
の

お
言
葉
を
聞
き
、
閉
式
。
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
観
音
崎
京
急
ホ
テ
ル
へ
戻
っ

て
昼
食
・
解
散
と
な
り
ま
す
。

服
装
は
、
白
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
黒
ネ

ク
タ
イ
の
軽
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

例
年
、
当
会
の
役
職
員
の
ほ
か
、

海
事
関
係
者
や
当
会
役
員
経
験
者
な

ど
40
人
余
が
参
列
し
哀
悼
の
誠
を
捧

げ
ま
す
。

大塚高司国土交通副大臣の献杯のご発声により和やかな懇談会がはじまった

懇談会であいさつする朝倉次郎会長
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追
悼
式
典
の
運
営
に
は
大
勢
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
ご
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

第
49
回
追
悼
式
に
は
、
海
事
関
係
14
団
体

37
人
と
個
人
協
力
者
5
人
に
顕
彰
会
ス
タ

ッ
フ
4
人
を
加
え
た
46
人
が
携
わ
り
ま
し

た
。追

悼
式
当
日
の
早
朝
は
、
厚
い
雲
と
時

お
り
突
風
と
に
わ
か
雨
に
よ
り
、
天
候
を

危
ぶ
み
ま
し
た
が
、
式
典
が
始
ま
る
頃
に

は
天
候
も
回
復
し
安
堵
し
た
の
も
つ
か
の

間
、
参
列
者
の
方
々
が
献
花
し
て
い
る
最

中
に
、ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
雨
が
降
り
だ
し
、

大
粒
の
雨
に
打
た
れ
な
が
ら
も
「
海
霊
」

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
各
位
の
多
大
な
ご
協
力
に
よ

り
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
滞
り
な
く
挙
行

で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
回
も
実
行
委
員
の
皆
様
か
ら
、
次
回

に
つ
な
げ
る
ご
意
見
・
要
望
が
よ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
男

性

今
回
初
め
て
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

の
実
行
委
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
事
前
の
打
合
せ
、
前
日
準
備
、
当

日
と
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
の
方
々
を
は

じ
め
と
し
た
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
た

3
日
間
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
私
に
と
っ
て
戦
争
と
は
、
小

中
学
校
で
年
号
と
起
こ
っ
た
事
、
関
わ
っ

た
主
要
人
物
だ
け
を
暗
記
し
て
、
テ
ス
ト

で
点
を
取
る
だ
け
で
し
た
。
そ
の
程
度
の

知
識
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
私
に
と

っ
て
は
半
世
紀
以
上
も
昔
の
出
来
事
と
い

う
認
識
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
回
の
追
悼
式
は
あ
い
に
く
の
天
候

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
遺
族
、
関

係
者
の
方
々
が
式
典
に
出
席
す
る
姿
を
見

て
正
直
驚
く
の
と
同
時
に
、
参
列
者
の
方

々
と
私
の
間
に
は
戦
争
に
対
し
て
大
き
な

認
識
の
ズ
レ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。
今
一
度
自
分
な
り
に
調
べ
た

り
し
た
い
と
感
じ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
船
乗
り
を
目
指
す
者
と

し
て
、
船
乗
り
の
先
輩
方
に
対
し
て
敬
意

を
表
し
、学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
没
・
殉
職
船
員
の
ご
冥
福
と
遺
族
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

■
男

性

今
回
も
式
場
車
両
係
と
懇
談
会
会
場
係

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

式
場
車
両
係
は
出
席
者
の
皆
様
が
安
全

に
参
列
し
て
頂
け
る
よ
う
お
声
掛
け
を
し

て
式
場
へ
は
ス
ロ
ー
プ
経
由
で
向
か
っ
て

頂
く
よ
う
に
案
内
し
ま
し
た
。
今
回
も
特

に
問
題
な
く
終
わ
る
事
が
出
来
ま
し
た
の

で
皆
様
の
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
追
悼
式
典
終
了
後
の
懇
談
会
場

で
の
対
応
係
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

声
を
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
よ

り
顕
彰
会
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
と
の

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
令
和
元
年
の
追
悼
式
に
参
加
さ
せ

て
頂
く
者
と
し
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

令
和
時
代
に
な
り
戦
没
船
員
を
直
接
に

知
ら
な
い
人
が
主
流
の
時
代
に
な
り
ま
す

が
先
代
よ
り
戦
没
船
員
の
追
悼
が
引
継
が

れ
、
今
回
も
多
く
の
若
い
方
が
参
加
し
て

頂
い
た
事
に
感
謝
し
平
成
時
代
と
同
じ
よ

う
に
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
顕
彰
会

の
方
々
に
お
願
い
し
、
今
回
も
追
悼
式
の

お
手
伝
い
が
出
来
ま
し
た
事
は
出
席
頂
い

た
ご
遺
族
な
ら
び
に
関
係
者
各
位
、
準
備

に
当
た
ら
れ
た
顕
彰
会
の
方
々
に
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
は
関
係
団
体
と
個
人
協
力
者
の
支
援
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す

実行委員の皆さん

参列者の案内について、綿密な打ち合わせ
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■
女

性

今
回
初
め
て
実
行
委
員
を
務
め
ま
し
た

が
、
以
前
実
行
委
員
を
経
験
し
た
方
の
力

が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
分
か
ら
な

い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
経
験
者

の
方
が
率
先
し
て
指
示
を
出
し
て
く
だ
さ

っ
た
り
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
仕
事
を

こ
な
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
海
洋
大
学
の
学
生
の
方
は
本
当

に
よ
く
働
い
て
お
ら
れ
た
の
で
感
心
し
て

お
り
ま
し
た
。
海
に
関
わ
る
様
々
な
方
々

と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
出
来
、
今

回
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
男

性

今
回
、
私
は
初
め
て
戦
没
・
殉
職
船
員

追
悼
式
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
戦
争

の
悲
惨
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

現
在
、
戦
争
を
実
際
に
体
験
さ
れ
た
方

々
が
減
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
戦
争
の

被
害
と
い
う
も
の
も
、
直
接
私
た
ち
の
目

か
ら
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
「
追
悼
式
」

は
も
ち
ろ
ん
、
亡
く
な
っ
た
方
々
を
「
偲

ぶ
」
た
め
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
、

「
戦
争
を
忘
れ
な
い
」
意
味
合
い
も
大
き

い
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

特
に
私
た
ち
、
若
者
の
世
代
は
し
っ
か

り
と
こ
れ
を
伝
え
て
い
く
責
任
が
あ
る
こ

と
自
他
、
自
覚
し
て
い
る
人
が
少
な
い
と

思
い
ま
す
。

今
回
参
加
し
て
気
づ
い
た
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
を
ま
ず
は
自
分
で
よ
く
考
え
、
そ

し
て
周
り
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

来
年
で
第
50
回
を
迎
え
る
こ
の
追
悼
式

が
51
回
52
回
、
1
0
0
回
と
続
い
て
い
く

こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
小
さ
な
こ
と
で
も
や
っ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
催
し
に
実
行
委
員
と
し
て

参
加
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
、
改
め
て
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
女

性

私
た
ち
の
世
代
は
戦
争
を
知
ら
ず
、
豊

か
さ
の
中
幸
せ
に
育
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
、
何
10
年
経
っ
て
も
癒
え
ぬ
気
持
ち

を
持
ち
涙
す
る
姿
に
接
す
る
と
現
在
の
平

和
な
時
代
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
毎
年
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
高
齢
に
な
ら
れ
て
も
悪
天
候
の
中
で

も
追
悼
式
に
い
ら
し
て
い
る
方
々
が
安
全

に
安
心
し
て
追
悼
の
時
を
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
配
慮
を
重
ね
て
お
ら
れ
る

顕
彰
会
の
方
々
と
一
緒
に
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

■
男

性

今
回
は
2
回
目
の
実
行
委
員
と
い
う
こ

と
で
、式
の
流
れ
等
も
理
解
で
き
て
お
り
、

比
較
的
落
ち
着
い
て
作
業
す
る
こ
と
が
出

来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

前
回
は
倒
れ
た
方
が
い
て
救
急
車
が
入

っ
て
来
た
り
、
今
回
は
途
中
か
ら
雨
が
降

っ
て
来
た
り
と
、
な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に

は
進
ま
な
い
中
で
無
事
式
典
が
終
了
で
き

た
の
は
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
の
長
年
の
経
験

や
対
応
が
大
き
い
と
も
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
次
回
実
行
委
員
に
参
加
す
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
今
回
前
回
の
経
験
を
し
っ

か
り
と
生
か
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
態
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
い
け
な

い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

▼
横
須
賀
海
洋
少
年
団
（
９
人
）
▼
東
京
海
洋
大
学
海
事
普
及
会
（
１０
人
）
▼
全
日
本
海
員
組
合
本
部
（
４
人
）
▼
全
日
本
海
員
組
合
関
東
地
方
支
部
「
海
友
会
」
（
２
人
）
・
「
木
洋
会
」

（
２
人
）
▼
日
本
船
主
協
会
（
２
人
）
▼
大
日
本
水
産
会
▼
日
本
海
事
広
報
協
会
▼
日
本
水
先
人
会
連
合
会
▼
海
技
振
興
セ
ン
タ
ー
▼
海
洋
会
▼
全
日
本
船
舶
職
員
協
会
▼
日
本
船
長
協
会

▼
日
本
船
舶
機
関
士
協
会
、
以
上
各
１
人
▼
個
人
協
力
者
（
５
人
）
に
顕
彰
会
（
４
人
）
が
加
わ
り
４６
人
で
実
行
委
員
会
を
構
成
し
ま
し
た
。

参列者がお帰りの時、白菊を手渡す東京海洋大学海事普及会の皆さんと
荷物を積込む実行委員の皆さん。
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参
列
し
た
皆
さ
ま
の
お
話
し

参
列
し
た
皆
さ
ま
の
お
話
し

■
伊
藤

哲
さ
ん
（
愛
知
県
）

今
日
は
名

古
屋
か
ら
来

ま
し
た
。
父

親
は
大
阪
商

船
の
「
は
ん

ぶ
る
ぐ
丸
」

の
機
関
長
を

し
て
い
た
が
、

軍
人
を
乗
せ
て
送
っ
て
い
る
途
中
、
爆
撃

を
受
け
た
。

神
戸
の
戦
没
し
た
船
と
海
員
の
資
料
館

で
、
父
親
の
乗
っ
て
い
た
船
や
状
況
を
調

べ
て
も
ら
い
感
謝
し
て
い
る
。
今
回
で
観

音
崎
を
訪
れ
た
の
は
6
回
目
ぐ
ら
い
。

■
嶋

六
三
さ
ん
（
神
奈
川
県
）今

回
で
4

回
目
の
参
加

と
な
り
、
横

浜
か
ら
来
ま

し
た
。
日
本

郵
船
の
「
徳

島
丸
」
に
乗

船
し
て
い
た

叔
父
が
、
台
湾
沖
で
魚
雷
攻
撃
を
受
け
亡

く
な
り
ま
し
た
。
叔
父
の
縁
の
あ
る
場
所

に
行
っ
た
際
に
、
偶
然
が
重
な
り
こ
の
式

の
こ
と
を
知
り
、
不
思
議
な
思
い
で
毎
回

参
加
し
て
お
り
ま
す
。

神
戸
に
あ
る
戦
没
し
た
船
と
海
員
の
資

料
館
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
行
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
横
山
佳
則
さ
ん
（
神
奈
川
県
）も

う
5
回

目
以
上
の
参

加
と
な
り
、

横
浜
か
ら
来

ま
し
た
。
昔

に
、
兄
が
農

林
省
水
産
講

習
所
の
「
白

鷹
丸
」
に
乗
船
し
て
お
り
、
小
笠
原
か
ら

帰
る
時
に
攻
撃
を
受
け
船
が
沈
没
し
、
亡

く
な
り
ま
し
た
。
兄
の
慰
霊
を
す
る
た
め

に
、
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

■
中
村
武
広
さ
ん
（
福
島
県
）

今
回
で
2

回
目
の
参
加

で
、
福
島
県

か
ら
来
ま
し

た
。
か
つ
て

祖
父
が
大
阪

商
船
の
「
ば

た
び
あ
丸
」

に
乗
船
し
て
お
り
、
物
資
を
海
外
ま
で
輸

送
し
に
行
き
、
そ
の
帰
り
に
攻
撃
を
受
け

て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
追
悼
式
は
自
分
で

調
べ
て
参
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
言
で

は
言
い
表
せ
な
い
沢
山
の
思
い
を
持
っ
て

参
加
し
て
お
り
ま
す
。

■
大
竹
昭
子
さ
ん
（
千
葉
県
）

千
葉
県
・

船
橋
市
か
ら

観
音
崎
に
慰

霊
に
来
ま
し

た
。
10
数
年

以
上
前
に
初

め
て
観
音
崎

を
訪
れ
て
か

ら
、
今
回
で
6
回
目
ぐ
ら
い
。
戦
没
し
た

の
は
父
親
で
、
日
本
海
運
の「
あ
き
つ
丸
」

に
乗
船
し
て
い
て
、
九
州
の
海
で
魚
雷
攻

撃
に
遭
い
亡
く
な
っ
た
。
今
回
は
青
森
市

の
姉
（
小
林
和
子
）
が
体
調
不
調
で
来
れ

な
い
の
が
残
念
。

■
中
里
洋
平
さ
ん
（
神
奈
川
県
）兄

が
福
成

丸
（
福
洋
汽

船
）
の
航
海

士
と
し
て
乗

船
し
、
西
大

東
島
沖
で
魚

雷
の
攻
撃
を

受
け
て
戦
没
。

毎
年
、
慰
霊
祭
に
来
て
い
る
が
、
代
表
献

花
を
頼
ま
れ
た
の
は
初
め
て
な
の
で
、
緊

張
し
て
い
る
。

■
益
子
義
弘
さ
ん
（
埼
玉
県
）

今
回
で
5

回
目
ほ
ど
の

参
加
と
な
り

ま
す
。

か
つ
て
私

は
県
立
観
音

崎
公
園
の
広

場
製
作
に
携

わ
り
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
船
員
の
方

や
そ
の
ご
遺
族
の
方
を
思
い
、
遠
い
海
の

水
平
線
が
祈
り
の
対
象
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
こ
と
が
出
来
る
様
に
し
、
ま
た
、
静
か

な
自
然
の
道
を
活
か
す
こ
と
も
意
識
し
、

広
場
に
辿
り
着
く
ま
で
の
道
中
に
心
を
落

ち
着
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
製
作
に

当
た
り
ま
し
た
。
広
場
の
製
作
者
と
し
て
、

遺
族
の
方
々
の
気
持
ち
が
し
っ
か
り
と
届

け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、

追
悼
式
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

観音崎灯台

令和元年8月1日 第 48 号

８

潮 騒



上
皇
上
皇
后
両
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
昭
和
46
年
、
第
1
回
戦
没
船
員
追
悼

式
に
ご
臨
席
さ
れ
て
か
ら
、
節
目
の
追
悼

式
や
折
に
ふ
れ
て「
戦
没
船
員
の
碑
」に
、

お
は
こ
び
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
両
陛

下
の
お
こ
と
ば
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

○
第
1
回
戦
没
船
員
追
悼
式

皇
太
子
殿
下
（
現
上
皇
陛
下
）
お
こ
と
ば

昭
和
46
年
5
月
6
日

新
し
く
碑
が
建
立
さ
れ
た
の
を
機
に
、

本
日
こ
こ
で
行
わ
れ
る
戦
没
船
員
の
追
悼

式
に
臨
み
、
さ
き
の
大
戦
中
、
極
め
て
困

難
な
任
務
に
従
事
し
て
、
つ
い
に
船
と
運

命
を
共
に
し
た
幾
多
の
商
船
、
漁
船
の
霊

に
、
改
め
て
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
肉
親
を
失
っ
た
遺
族

の
皆
さ
ん
の
、
今
日
ま
で
の
悲
し
み
と
苦

労
は
、
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
な
く
な
っ
た
人
々

も
お
そ
ら
く
は
強
く
望
ん
で
お
ら
れ
た
よ

う
に
、
遺
族
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
道

を
更
に
強
く
歩
み
つ
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を

希
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

今
日
、
わ
が
国
の
海
運
、
水
産
は
、
か

つ
て
よ
り
更
に
世
界
的
規
模
に
発
展
し

て
、
世
界
経
済
の
繁
栄
に
貢
献
し
て
お
り

ま
す
。
戦
時
中
、
国
に
殉
じ
て
海
に
没
し

た
人
を
思
う
に
つ
け
、
永
遠
の
海
の
平
和

を
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
。

○
第
30
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

天
皇
陛
下
お
こ
と
ば

平
成
12
年
5
月
15
日

本
日
第
30
回
戦
没
殉
職
船
員
追
悼
式
に

臨
み
、さ
き
の
戦
争
の
戦
没
船
員
を
始
め
、

船
員
と
し
て
の
職
務
に
殉
じ
た
人
々
の
上

を
思
い
、
深
い
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

昭
和
12
年
か
ら
8
年
間
に
わ
た
っ
た
戦

争
の
間
に
、
祖
国
の
た
め
に
海
上
輸
送
な

ど
の
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
戦
火
に
よ

り
尊
い
命
を
失
っ
た
我
が
国
船
員
は
、
6

万
人
余
に
上
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
の

御
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
関
係
者
の
努
力

に
よ
っ
て
こ
の
戦
没
船
員
の
碑
が
建
て
ら

れ
、
今
日
で
は
、
戦
後
、
海
上
で
職
務
の

遂
行
中
殉
職
し
た
千
7
0
0
人
を
超
え
る

船
員
の
御
霊
も
併
せ
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
1
回
戦
没
船
員
追
悼
式
が
行
わ
れ
た

の
は
昭
和
46
年
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
で

し
た
。
そ
の
後
私
ど
も
は
二
度
こ
こ
を
訪

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
祀
ら
れ
た
船
員

が
、
碑
の
前
に
広
が
る
果
て
し
な
い
海
に

抱
い
た
で
あ
ろ
う
あ
こ
が
れ
と
、
そ
の
海

が
不
幸
に
も
そ
の
人
々
が
痛
ま
し
い
最
後

を
遂
げ
た
場
所
と
な
っ
た
こ
と
を
思
う

時
、
か
け
が
え
の
な
い
肉
親
を
失
っ
た
遺

族
や
亡
く
な
っ
た
船
員
と
共
に
航
海
を
し

た
同
僚
の
人
々
が
抱
き
続
け
て
き
た
深
い

悲
し
み
が
察
せ
ら
れ
ま
す
。

戦
後
50
年
余
を
経
て
、
当
時
の
戦
争
の

こ
と
が
人
々
の
心
か
ら
次
第
に
遠
い
も
の

と
な
っ
て
い
く
今
日
、
私
ど
も
は
我
が
国

の
人
々
が
戦
後
に
築
き
上
げ
た
平
和
と
繁

栄
が
戦
没
船
員
を
始
め
と
す
る
、
数
し
れ

な
い
人
々
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
達
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
局
地
的
戦
争
は

あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
海
域
に
平
和
が

戻
り
、
戦
後
の
我
が
国
が
発
展
す
る
上
で

海
運
や
水
産
に
携
わ
る
船
員
の
果
た
し
た

役
割
は
誠
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
海
の
平
和
を
守
る

た
め
に
皆
で
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
れ
が
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
に
報

い
、
遺
族
の
意
に
そ
う
道
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

こ
こ
に
御
霊
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を

祈
り
、
併
せ
て
遺
族
の
幸
せ
を
願
っ
て
追

悼
式
に
寄
せ
る
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

○
皇
后
陛
下
80
歳
誕
生
日
の
お
こ
と
ば

（
抜
粋
）

平
成
26
年
10
月

第
二
次
大
戦
で
は
、
島
々
を
含
む
日
本

本
土
で
も
1
0
0
万
に
近
い
人
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。又
、信
じ
ら
れ
な
い
数
の
民
間

の
船
が
徴
用
さ
れ
、
6
万
に
及
ぶ
民
間
人

の
船
員
が
、
軍
人
や
軍
属
、
物
資
を
運
ぶ

途
上
で
船
を
沈
め
ら
れ
亡
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
、
昭
和
46
年
に
観
音
崎
で
行
わ
れ

た
慰
霊
祭
で
知
り
、
そ
の
後
陛
下
と
ご
一

緒
に
何
度
か
そ
の
場
所
を
訪
ね
ま
し
た
。

戦
後
70
年
の
来
年
は
、
大
勢
の
人
た
ち

の
戦
中
戦
後
に
思
い
を
致
す
年
に
な
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

○
天
皇
陛
下
82
歳
誕
生
日
の
お
こ
と
ば

（
抜
粋
）

平
成
27
年
12
月

今
年
は
先
の
大
戦
が
終
結
し
て
70
年
と

い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
戦

争
に
お
い
て
は
、
軍
人
以
外
の
人
々
も
含

め
、誠
に
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

平
和
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
社
会
の
様
々
な

分
野
で
有
意
義
な
人
生
を
送
っ
た
で
あ
ろ

う
人
々
が
命
を
失
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
非
常
に
心
が
痛
み

ま
す
。
軍
人
以
外
に
戦
争
に
よ
っ
て
生
命

に
か
か
わ
る
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
た
人
々

と
し
て
、民
間
の
船
の
船
員
が
あ
り
ま
す
。

将
来
は
外
国
航
路
の
船
員
に
な
る
こ
と
も

夢
見
た
人
々
が
、
民
間
の
船
を
徴
用
し
て

軍
人
や
軍
用
物
資
な
ど
を
の
せ
る
輸
送
船

の
船
員
と
し
て
働
き
、
敵
の
攻
撃
に
よ
っ

て
命
を
失
い
ま
し
た
。
日
本
は
海
に
囲
ま

れ
、海
運
国
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
し
た
。

私
も
小
さ
い
時
、
船
の
絵
葉
書
を
見
て
楽

し
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ら
の

船
は
、病
院
船
と
し
て
残
っ
た
氷
川
丸
以

外
は
、
ほ
と
ん
ど
海
に
沈
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
後
に
知
り
ま
し
た
。制
空
権
が
な
く
、

輸
送
船
を
守
る
べ
き
軍
艦
な
ど
も
な
い
状

況
下
で
も
、
輸
送
業
務
に
携
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
船
員
の
気
持
ち
を
本
当

に
痛
ま
し
く
思
い
ま
す
。
今
年
の
6
月
に

は
第
45
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
が
神

奈
川
県
の
戦
没
船
員
の
碑
の
前
で
行
わ

れ
、
亡
く
な
っ
た
船
員
の
こ
と
を
思
い
、

供
花
し
ま
し
た
。

上上
皇皇
上上
皇皇
后后
両両
陛陛
下下

〜
戦
没
船
員
へ
の
お
こ
と
ば
〜
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本
紙
夏
号
で
は
、
殉
職
船
員
ご
遺
族
の
方
々
か
ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
遺
児
援
護
金
の
給
付
対
象
遺
児
は
2
人
。
本
年
、
高
校
を
卒
業
し
た
、
織
田
朝

陽
く
ん
、
大
竹
愛
梨
さ
ん
、
保
護
者
か
ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

■
織
田
朝
陽
く
ん
（
広
島
県
）

今
年
は
、
ま
だ
5
月
だ
と
い
う
の
に
夏

の
よ
う
な
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
の

み
な
さ
ま
、
い
つ
も
私
た
ち
家
族
の
こ
と

を
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

私
は
、
高
校
を
卒
業
後
、
父
と
同
じ
大

型
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
仕
事
が
し
た
い

と
い
う
夢
に
向
か
い
、
海
洋
学
部
の
あ
る

大
学
に
進
学
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
、
中
3
の
夏
、
父
が
亡
く
な
っ
て

か
ら
い
ろ
ん
な
人
に
出
会
い
、
い
ろ
ん
な

人
に
支
え
ら
れ
て
頑
張
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
は
、
野
球
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
寮
の
裏
に
海
が
あ
っ
て
、
時
々

大
き
な
船
が
来
た
り
、
客
船
が
来
た
り
す

る
の
を
見
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
れ
に

乗
れ
る
よ
う
に
頑
張
る
ぞ
と
思
い
な
が

ら
、
勉
強
も
少
し
や
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ

て
、
仲
間
を
大
切
に
し
て
、
さ
ら
に
頑
張

り
ま
す
。

今
ま
で
、
大
き
な
ご
支
援
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
大
竹
愛
梨
さ
ん
（
三
重
県
）

私
の
高
校
生
活
の
思
い
出
は
、
放
課
後

や
休
み
時
間
に
友
達
と
何
気
な
い
こ
と
で

笑
い
合
っ
た
り
同
じ
趣
味
の
人
と
白
熱
し

た
議
論
が
出
来
た
事
で
す
。
高
校
で
、
中

学
校
に
は
居
な
か
っ
た
価
値
観
の
持
ち
主

や
面
白
い
考
え
方
を
す
る
新
し
い
友
人
に

沢
山
出
会
え
ま
し
た
。
新
し
く
出
会
え
た

友
人
達
は
、
こ
れ
ま
で
の
私
の
狭
い
世
界

を
大
き
く
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
行
事
が

あ
る
度
に
、
友
人
の
新
し
い
一
面
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
そ
の
度
に
嬉
し
く
思
っ
た

事
が
何
時
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
も
修
学
旅
行
は
特
別
楽
し

く
て
長
崎
の
夜
景
を
見
な
が
ら
友
人
と
人

生
ゲ
ー
ム
を
し
た
こ
と
は
き
っ
と
一
生
忘

れ
な
い
で
し
ょ
う
。

3
月
1
日
、
無
事
高
校
を
卒
業
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
高
校
で
得
た
沢
山
の

思
い
出
は
こ
れ
か
ら
も
私
の
人
生
を
鮮
や

か
に
彩
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

貴
会
に
は
、
長
い
間
ご
支
援
を
頂
き
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
織
田
幸
恵
さ
ん
（
広
島
県
）

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
母
子
と

も
に
ま
わ
り
の
方
が
た
に
励
ま
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。
上
の
子
は
夢
を
追
っ
て
大
学
に
進
学

し
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
下
の
子
は
寂
し
い
気
も
ち
も
あ

り
ま
す
が
、
最
高
学
年
に
な
る
の
で
、
は

り
き
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
の
み
な
さ
ま
か

ら
の
ご
支
援
に
感
謝
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

で
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

■
佐
藤
亜
希
さ
ん
（
青
森
県
）

早
い
も
の
で
3
月
27
日
で
丸
4
年
が
経

ち
ま
し
た
。
3
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
っ

た
息
子
も
七
歳
に
な
り
ま
し
た
。
春
か
ら

2
年
生
に
な
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
家
の
手
伝
い
も
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
頼
り
に
な
る
お
兄
さ
ん
に
な

っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
の
よ
う

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な
っ
て
い
た
の

に
、
今
年
は
か
か
る
こ
と
も
な
く
元
気
に

登
校
し
て
く
れ
ま
し
た
。
登
校
前
に
は
、

パ
パ
に
行
っ
て
き
ま
す
の
あ
い
さ
つ
も
し

て
か
ら
行
っ
て
く
れ
る
優
し
い
子
に
成
長

し
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

当
会
の
殉
職
船
員
遺
族
援
護
事
業

は
、
商
船
、
旅
客
船
、
港
湾
船
な
ど

に
乗
船
中
、
海
難
や
労
災
事
故
で
殉

職
し
た
船
員
の
遺
児
に
援
護
金
を
給

付
す
る
制
度
で
、
返
還
の
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
。

支
給
額
は
1
人
月
額
8
千
円
の
ほ

か
、
入
学
記
念
品
代
と
し
て
小
学
校

入
学
時
に
3
万
円
、
中
学
校
入
学
時

と
高
校
入
学
時
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
1

万
円
を
給
付
し
ま
す
。

支
給
期
間
は
、
遺
児
が
生
ま
れ
て

か
ら
義
務
教
育
お
よ
び
高
等
学
校
を

終
了
す
る
ま
で
。詳
し
く
は
、当
会
事

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

漁
船
乗
組
員
の
遺
児
の
方
は
、
漁

船
海
難
遺
児
育
英
会
（
☎
0
3
・

3
5
1
8
・
6
1
2
1
）
が
援
護
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

殉殉
職職
船船
員員
遺遺
族族
援援
護護

ご
遺
族
か
ら
の
お
便
り

織田朝陽くん。将来の夢は大型フェリー乗組員

殉
職
船
員
遺
族
援
護

遺
児
へ
援
護
金
を
支
給
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皆
様
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

平
成
30
年
12
月
1
日
以
降
、
令
和
元
年
6
月
30
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
方
に
新
た
に

賛
助
会
員
と
し
て
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
の
事
業
運
営
は
、
基
本
財
産
の
運
用
益
の
ほ
か
、
会
員
か
ら
の
会
費
や
寄
付
金
、

海
運
・
水
産
・
旅
客
船
な
ど
の
会
社
お
よ
び
海
事
関
係
団
体
か
ら
の
会
費
や
補
助
金
な

ど
で
、戦
没
・
殉
職
船
員
の
慰
霊
・
顕
彰
と
ご
遺
族
へ
の
援
護
事
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

会
員
制
度
に
は
、
賛
助
会
員
と
協
賛
会
員
が
あ
り
ま
す
。

■
賛
助
会
員
に
は
、
「
法
人
」
と
「
個
人
」
が
あ
り
、
年
会
費
は
◎
法
人
賛
助
会
費
�

1
口
10
万
円
、
◎
個
人
賛
助
会
費
�
1
口
1
万
円
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
協
賛
会
員
は「
個
人
」に
お
願
い
し
て
い
る
も
の
で
、
年
会
費
は
1
口
3
千
円
で
す
。

当
会
は
、
税
制
上
の
優
遇
制
度
に
よ
る
税
額
控
除
の
対
象
法
人
で
す
。
当
会
へ
の
寄

付
金
（
賛
助
・
協
賛
会
費
、
献
花
料
等
）
は
、
確
定
申
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
「
所

得
控
除
」
「
税
額
控
除
」
の
対
象
と
な
り
税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

新
た
な
賛
助
会
員

○
佐
多
勝
彦
様
（
大
阪
府
箕
面
市
）

追
悼
式
献
花
料

（
順
不
同
）

○
地
家
啓
二
様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

○
大
圖
富
美
子
様
（
水
戸
市
）
○
藤
井
靖

子
様
（
広
島
県
府
中
市
）
○
川
畑
實
恵
様

（
兵
庫
県
明
石
市
）
○
新
田
尚
子
様
（
山

口
県
宇
部
市
）
○
髙
野
さ
よ
子
様
（
静
岡

市
）
○
水
野
孝
子
様
（
新
潟
市
）
○
座
田

重
光
様
（
千
葉
県
白
井
市
）
○
山
岸
信
一

様
（
前
橋
市
）
○
嶋
田
早
苗
様
（
京
都
府

八
幡
市
）
○
中
野
昭
男
様
（
名
古
屋
市
）

○
山
本
大
道
様
（
山
口
県
下
関
市
）
○
山

本
チ
エ
子
様
（
大
阪
府
吹
田
市
）
○
小
野

恵
美
様
（
東
京
都
港
区
）
○
棚
池
さ
つ
き

様
（
東
京
都
多
摩
市
）
○
後
藤
美
津
子
様

（
横
浜
市
）
○
今
田
小
夜
子
様
（
埼
玉
県

川
口
市
）
○
西
本
久
美
子
様
（
埼
玉
県
越

谷
市
）
○
守
田
忠
様
（
宮
城
県
名
取
市
）

○
有
沢
美
香
様
（
埼
玉
県
越
谷
市
）
○
津

田
芳
子
様
（
兵
庫
県
揖
保
郡
）
○
齋
藤
有

美
様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）
○
山
藤
浩
子

様
（
広
島
市
）
○
高
橋
柳
子
様
（
千
葉
県

成
田
市
）
○
中
村
武
広
様
（
福
島
県
い
わ

き
市
）
○
後
藤
沙
恵
様
（
横
浜
市
）
○
澤

根
美
智
子
様
（
岡
山
県
笠
岡
市
）
○
小
野

寺
麗
子
様
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）
○
村
上

菊
野
様
（
福
岡
県
北
九
州
市
）
○
福
本
健

治
様
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
市
）
○
全
日

本
海
員
生
活
協
同
組
合
様
（
横
浜
市
）
○

鴨
居
地
区
連
合
町
内
会
様
（
神
奈
川
県
横

須
賀
市
）
○
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
様

（
三
重
県
鳥
羽
市
）
○
富
山
高
等
専
門
学

校
様
（
富
山
県
新
湊
市
）
○
大
島
商
船
高

等
専
門
学
校
様
（
山
口
県
大
島
郡
）
○
広

島
商
船
高
等
専
門
学
校
様
（
広
島
県
豊
田

郡
）
○
弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校
様
（
愛

媛
県
越
智
郡
）
○
鶴
丸
海
運
株
式
会
社
様

（
福
岡
県
北
九
州
市
）
○
宮
越
和
子
様
（
千

葉
県
佐
倉
市
）
○
海
員
組
合
職
員
Ｏ
Ｂ
全

国
会
様
（
東
京
都
港
区
）
○
宮
越
健
郎
様

（
千
葉
県
佐
倉
市
）
○
才
津
玲
子
様
（
横

浜
市
）
○
（
一
財
）
全
日
本
海
員
福
祉
セ

ン
タ
ー
様（
横
浜
市
）○
千
葉
政
俊
様（
千

葉
県
松
戸
市
）
○
米
山
隆
昭
様
（
東
京
都

北
区
）
○
荒
谷
秀
治
様
（
横
浜
市
）
○
齋

藤
清
伍
様
（
千
葉
市
）
○
（
一
財
）
船
員

保
険
会
常
務
理
事
中
澤
政
光
様
（
東
京
都

渋
谷
区
）
○
日
本
海
運
会
館
様
（
東
京
都

千
代
田
区
）
○
小
林
さ
か
え
様
（
東
京
都

目
黒
区
）
○
松
本
三
七
一
様
（
兵
庫
県
姫

路
市
）
○
南
洋
海
運
株
式
会
社
様
（
神
奈

川
県
藤
沢
市
）
○
豊
丸
漁
業
有
限
会
社
様

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
市
）
○
（
一
財
）

日
本
航
路
標
識
協
会
様
（
東
京
都
千
代
田

区
）
○
（
一
財
）
船
員
保
険
会
会
長
霜
鳥

一
彦
様
（
東
京
都
渋
谷
区
）
○
（
公
財
）

海
技
資
格
協
力
セ
ン
タ
ー
様
（
東
京
都
千

代
田
区
）
○
（
一
社
）
日
本
中
小
型
造
船

工
業
会
様
（
東
京
都
千
代
田
区
）
○
（
公

財
）
日
本
海
事
セ
ン
タ
ー
様
（
東
京
都
千

代
田
区
）
○
（
公
財
）
水
交
会
様
（
東
京

都
渋
谷
区
）
○
東
郷
会
様
（
東
京
都
渋
谷

区
）
○
（
一
社
）
外
航
船
員
医
療
事
業
団

様（
東
京
都
千
代
田
区
）○
海
翔
会
様（
東

京
都
港
区
）
○
荒
川
博
様
（
東
京
都
三
鷹

市
）
○
小
野
寺
功
一
様
（
宮
城
県
気
仙
沼

市
）
○
横
浜
海
員
会
館
様
（
横
浜
市
）
○

人
見
英
男
様
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
○

福
岡
海
寿
会
様
（
福
岡
市
）
○
曽
根
幸
雄

様
（
横
浜
市
）
○
才
津
俊
朗
様
（
横
浜
市
）

○
五
十
嵐
温
彦
様
（
神
奈
川
県
大
和
市
）

○
全
国
海
員
学
校
同
窓
会
様
（
埼
玉
県
新

座
市
）
○
本
村
泰
清
様
（
神
奈
川
県
逗
子

市
）
○
橋
本
則
子
様
（
神
奈
川
県
三
浦
市
）

○
山
下
義
韶
様
（
神
奈
川
県
中
郡
）
○
鈴

木
成
男
様
（
東
京
都
東
大
和
市
）
○
佐
藤

利
信
様
（
千
葉
県
富
里
市
）
○
多
胡
明
美

様
（
東
京
都
小
金
井
市
）

寄
付
金

（
順
不
同
）

○
清
水
信
吉
様（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）○

大
成
景
俊
様（
広
島
県
東
広
島
市
）○
冨
田

隆
滋
様（
大
阪
府
池
田
市
）○
藤
井
栄
子
様

（
埼
玉
県
上
尾
市
）○
猪
股
貞
雄
様
（
東
京

都
清
瀬
市
）
○
三
岳
力
郎
様（
千
葉
市
）○

小
澤
遊
祐
様（
千
葉
県
習
志
野
市
）○
山
下

琥
生
様
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
○
藤
田
善

範
様
（
東
京
都
大
田
区
）
○
川
田
レ
イ
子

様（
兵
庫
県
西
脇
市
）○
伊
藤
喜
市
様（
横

浜
市
）
○
多
胡
明
美
様
（
東
京
都
小
金
井

市
）
○
田
子
の
ぶ
子
様
（
長
野
県
上
田
市
）

○
田
渕
商
事
株
式
会
社
様
（
大
阪
市
）

遺
族
援
護
寄
付
金

（
順
不
同
）

○
関
洋
一
郎
様
（
福
岡
市
）
○
中
村
順
子

様
（
千
葉
県
船
橋
市
）
○
岡
靖
晃
様
（
神

奈
川
県
横
須
賀
市
）
○
髙
栁
恵
子
様
（
千

葉
市
）
○
海
事
思
想
普
及
研
究
会
様
（
神

戸
市
）
○
上
窪
精
一
郎
様
（
東
京
都
世
田

谷
区
）
○
深
谷
三
郎
様
（
水
戸
市
）

戦
時
徴
用
船
の
最
期

大
久
保
一
郎
遺
作
展
寄
付
金

○
中
村
圭
志
様
（
神
奈
川
県
高
座
郡
）

終
戦
記
念
日
献
花
式
供
花
料

○
米
山
隆
昭
様
（
東
京
都
北
区
）
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令
和
元
年
6
月
27
日
開
催
し
た
第
20
回

定
時
評
議
員
会
で
、
評
議
員
な
ら
び
に
役

員（
理
事
・
監
事
）の
任
期
満
了
に
よ
り
、

評
議
員
14
人（
新
任
2
人
、
再
任
12
人
）、

理
事
15
人
（
新
任
7
人
、
再
任
8
人
）
、

監
事
2
人
（
再
任
2
人
）
の
改
選
が
審
議

の
う
え
決
議
さ
れ
た
。

同
日
、
改
選
さ
れ
た
理
事
、
監
事
に
よ

り
、
第
30
回
臨
時
理
事
会
を
開
催
し
、
代

表
理
事
・
会
長
、
副
会
長
、
業
務
執
行
理

事
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

代
表
理
事
・
会
長
に
は
、
工
藤
泰
三
さ

ん
（
日
本
郵
船
特
別
顧
問
）、副
会
長
に
内

藤
忠
顕
さ
ん
（
日
本
船
主
協
会
会
長
）、森

田
保
己
さ
ん
（
全
日
本
海
員
組
合
組
合

長
）、栗
林
宏
𠮷
さ
ん
（
日
本
内
航
海
運
総

連
合
会
会
長
）
の
選
任
を
決
議
し
た
。

退
任
し
た
理
事
は
、朝
倉
次
郎
さ
ん（
前

代
表
理
事
・
会
長
、
川
崎
汽
船
特
別
顧

問
）
、
小
比
加
恒
久
さ
ん
（
日
本
内
航
海

運
組
合
総
連
合
会
前
会
長
）
、
伊
藤
松
博

さ
ん（
日
本
海
事
広
報
協
会
前
理
事
長
）、

井
手
祐
之
さ
ん
（
日
本
機
関
士
協
会
前
会

長
）
、
石
橋
武
さ
ん
（
日
本
水
先
人
会
連

合
会
前
会
長
）
、
重
義
行
さ
ん
（
大
日
本

水
産
会
前
専
務
理
事
）、
山
本
勝
さ
ん（
海

洋
会
前
会
長
）
。

新
た
に
就
任
し
た
理
事
は
、
内
藤
忠
顕

さ
ん
（
日
本
船
主
協
会
会
長
）、栗
林
宏
𠮷

さ
ん
（
日
本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会
会

長
）、伊
藤
國
男
さ
ん
（
日
本
海
事
広
報
協

会
理
事
長
）、内
海
和
彦
さ
ん
（
大
日
本
水

産
会
専
務
理
事
）、掛
谷
茂
さ
ん
（
日
本
機

関
士
協
会
会
長
）、西
本
哲
明
さ
ん
（
日
本

水
先
人
会
連
合
会
会
長
）
、
平
塚
惣
一
さ

ん
（
海
洋
会
会
長
）
。

評
議
員
は
、
岡
本
建
之
介
さ
ん
か
ら
佐

田
昌
弘
さ
ん
（
海
洋
会
専
務
理
事
）、髙
瀬

敏
一
さ
ん
か
ら
狭
間
満
雄
さ
ん
（
日
本
船

舶
機
関
士
協
会
専
務
理
事
）に
交
代
し
た
。

選
任
さ
れ
た
役
員
（
理
事
・
監
事
）
の

方
々
の
任
期
（
2
年
）
は
、
令
和
3
年

（
2
0
2
1
）
6
月
開
催
予
定
の
定
時
評

議
員
終
結
時
ま
で
。

評
議
員
の
方
々
の
任
期
（
4
年
）
は
、

令
和
5
年（
2
0
2
3
）6
月
開
催
予
定
の

定
時
評
議
員
終
結
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

第
45
回

「
戦
時
徴
用
船
の
最
期
」

大
久
保
一
郎
遺
作
展

▽
会
期

8
月
8
日
㊍
か
ら

8
月
13
日
㊋
ま
で

・
開
館
時
間
は
、
10
時
00
分
か

ら
18
時
00
分
ま
で
。

・
初
日
の
8
月
8
日
㊍
は
、

13
時
00
分
に
開
場
。

・
最
終
日
の
8
月
13
日
㊋
は

15
時
00
分
に
終
了
。

▽
会
場

サ
ン
シ
テ
ィ

ホ
ー
ル

ポ
ル
テ
ィ
コ
ホ
ー
ル

（
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
）

▽
主
催

（
公
財
）

日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

大
阪
商
船
（
現
・
商
船
三
井
）
の

嘱
託
画
家
だ
っ
た
大
久
保
一
郎
画
伯

は
、
戦
況
が
悪
化
し
た
昭
和
17
年
、

当
時
の
岡
田
永
太
郎
社
長
か
ら
「
次

々
に
沈
め
ら
れ
る
社
船
の
最
期
を
記

録
に
と
ど
め
る
よ
う
に
」
言
わ
れ
、

戦
時
統
制
下
の
厳
し
い
中
、
生
還
し

た
船
員
の
証
言
を
聞
き
記
録
画
を
密

か
に
描
き
ま
し
た
。

無
料
公
開
さ
れ
る
遺
作
37
点
は
、

い
ず
れ
も
先
の
大
戦
で
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
海
の
藻
屑
と
な
っ
た
戦
時
徴

用
船
の
壮
絶
な
最
期
と
乗
組
員
の
悲

惨
な
実
相
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で

す
。

知
ら
れ
ざ
る
民
間
船
舶
の
悲
劇

会
長
が
交
代
し
ま
し
た

戦
時
徴
用
船
遭
難
の
記
録
画

大
久
保
一
郎
遺
作
展

工藤泰三新会長

朝倉さんから工藤さんへ

埼
玉
県
越
谷
市

で
開
催

サンシティホール・ポルティコホール
（越谷コミュニティセンター）

朝倉次郎前会長

魚雷攻撃により棒立ちとなっ
じ

て沈没する「ぶら志る丸」

8/8～8/13 入場無料
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